
使
用
時
間
の
増
大
に
よ
り
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
が
増
加
し
て

い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
は
皆
さ
ん
の
家

庭
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ
か
ら
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
よ
り

は
、「
生
活
の
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
」
を
家
庭
で
少
し
で
も
減
ら
す

「
省
エ
ネ
」
を
実
行
す
る
こ
と
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

方
特
有
の
伝
染
病
が
広
が
る
な
ど
、

環
境
に
重
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ
す

心
配
が
あ
り
ま
す
。

○
一
人
ひ
と
り
の
「
省
エ
ネ
」
が

支
え
る
大
き
な
効
果

深
刻
な
地
球
温
暖
化
に
ス
ト
ッ

プ
を
か
け
る
た
め
に
は
、
一
人
ひ

と
り
が
問
題
意
識
を
持
ち
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
減
ら
す
た

め
の
行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
大
切

で
す
。

近
年
で
は
家
電
製
品
の
増
加
と

南
丹
市
役
所
で
は
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
の
た
め
、
夏
季
期
間

（
六
月
か
ら
九
月
）
の
服
装
は
ノ
ー

ネ
ク
タ
イ
・
ノ
ー
上
着
に
よ
る
軽

装
勤
務
（
ク
ー
ル
ビ
ズ
）
を
実
施

し
、
各
施
設
の
冷
房
設
定
温
度
は

二
十
八
℃
を
目
安
に
管
理
し
て
い

ま
す
。

今
後
、
南
丹
市
で
も
地
球
温
暖

化
に
関
す
る
対
策
を
充
実
し
、
美

し
い
自
然
環
境
を
次
代
に
つ
な
げ

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

現
在
、
市
で
は
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市
民
の

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
を
積

極
的
に
支
援
し
、
環
境
へ
の
負
荷

の
少
な
い
循
環
型
社
会
へ
の
転
換

お
よ
び
環
境
保
全
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
の
設
置
者
に
対
し
、
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
の
は
、
市
内
に
住
所
を
有

し
、
自
ら
居
住
す
る
市
内
の
住
宅

に
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
場
合
で

す
。補

助
の
内
容
・
申
請
に
つ
い
て

詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
（
〇

七
七
一
―
六
八
―
〇
〇
〇
五
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
私
た
ち
の
生
活
に
も
重
大
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す

現
状
の
ま
ま
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
が
進
み
、
濃
度
が
上
昇
し
続

け
る
と
、
地
球
の
平
均
気
温
は
二

一
〇
〇
年
ま
で
に
一
・
四
℃
か
ら

五
・
八
℃
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
こ
の
ま
ま
地
球
温
暖
化
が

進
む
と
、
台
風
や
大
雨
、
洪
水
の

増
加
や
、
マ
ラ
リ
ア
な
ど
熱
帯
地

○
地
球
温
暖
化
を
進
め
て
い
る
の

は
温
室
効
果
ガ
ス
で
す

人
間
が
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

半
は
、
石
油
や
石
炭
な
ど
を
大
量

に
燃
焼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
大
気

中
に
二
酸
化
炭
素
や
メ
タ
ン
、
フ

ロ
ン
類
が
大
量
に
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
二
酸
化
炭
素
は
最

も
地
球
温
暖
化
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

主
に
先
進
国
で
大
量
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
消
費
し
た
結
果
、
大
気
中

に
大
量
に
排
出
さ
れ
た
温
室
効
果

ガ
ス
の
濃
度
が
高
ま
り
、
大
気
中

の
熱
が
吸
収
さ
れ
て
気
温
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
大
気
中
の
熱
が

た
ま
っ
て
地
球
が
「
温
室
」
の
よ

う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
状
態
を
「
地
球
温
暖
化
」
と
い

い
ま
す
。
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フ�
省エネに� 取り組みましょう！�取り組みましょう！�取り組みましょう！�

スタイルを見直し、�フ�
省エネに�

スタイルを見直し、�スタイルを見直し、�

地
球
温
暖
化

地
球
温
暖
化
が�

深
刻
化

深
刻
化
し
て
い
ま
す
！�

地
球
温
暖
化
が�

深
刻
化
し
て
い
ま
す
！�

私
た
ち
が
普
段
の
生
活
や
産
業
活
動
の
中
で
発
生
さ
せ
て
い
る
Ｃ

Ｏ
2
（
二
酸
化
炭
素
）
の
量
を
減
ら
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
球
温
暖

化
は
防
げ
ま
す
。
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
、
み
ん
な
の
手
で
地
球

温
暖
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

家庭からの二酸化炭素排出量�

暖房暖房から�
13.813.8%
暖房から�
13.8%

給湯給湯から�
13.713.7%

キッチンから�
4.04.0%

自動車動車から�
29.029.0%

ゴミから�
5.55.5%

給湯から�
13.7%

キッチンから�
4.0%

照明照明・家電製品家電製品などから�
29.729.7%

照明・家電製品などから�
29.7%

自動車から�
29.0%

ゴミから�
5.5%

水道から2.1% 冷房から�
2.2%

－用途別内訳－�

2005年�

世帯あたり�
CO2排出量�

約5,500�
［㎏CO2/世帯］�

南
丹
市

南
丹
市
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

地
球
温
暖
化
防
止
対
策�

南
丹
市
の
地
球
温
暖
化
防
止
対
策�


